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我が国の研究現場の国際化は諸外国の後塵
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Nature執筆者を調査対象とした、
各国における外国人研究者
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平成21年度以降減少傾向

• 科学技術イノベーションの“鍵”は、 優れた研究人材の獲得

• 国際的に優秀な人材の激しい獲得競争

• 国際的な頭脳循環における我が国の 相対的な地位は低下

• 周辺生活環境も含めた研究環境の国際化に出遅れ
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H12年時と比べて半減

国際的な優秀な人材獲得競争に出遅れ

（出典：Nature 490, 326-329）（出典：平成24年度国際研究交流状況調査（文部科学省） ※中長期派遣は1ヶ月以上の派遣を指す）
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海外への中長期派遣研究者数の推移 海外からの受入れ研究者総数の推移
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大学等における研究者の派遣・受入れ（中長期）の状況（H24年度）

ポスドク・助教等
（研究者数：135,829人）

大学等における
全体研究者数：258,279人※

准教授
（研究者数：44,648人）

教授
（研究者数：75,560人）

※一部の職位が不明のため、職位内訳
の合計は全体研究者数と一致しない。

【中長期派遣者数（割合）】

【2,271人(1.67％）】

【10,99人(2.46％）】

平成24年度国際研究交流状況調査
を元に作成

【13,03人(1.72％）】

【5,344人(3.93％）】

【1,569人(3.51％）】

【1,859人(2.46％）】

【中長期受入者数（割合）】


